
 

 

一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟 主催 

平成 30 年度社会福祉士・精神保健福祉士全国統一模擬試験における正答の取扱について 

 

【精神保健福祉士専門科目】精神保健福祉の制度とサービス 問題 151（44頁）  

採点上の取扱い 

 

 

 

訂正と理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【精神保健福祉士専門科目】精神障害者の生活支援システム 問題 158（50頁）  

採点上の取扱い 

 

 

 

訂正と理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

内容を訂正すると共に、皆様にご迷惑をおかけしたことを、深くお詫び申し上げます。今後新たに訂正等が

判明した場合は、模試専用ホームページ（www.spw-mosi.com）に掲載いたします。（2018 年 12 月 3 日更 

新） 

  

正答の選択肢がないため、全員に加点する。 

※本問題の加点は、成績集計・成績表に反映する。 

問題 158：選択肢 1（50頁） 

誤：1 救護施設に入居している精神障害者も対象となる。 

正：1 救護施設に入居していた精神障害者も対象となる。 

 

問題 158：正答・解説集（39頁） 

誤：正答 1 正しい 

正：正答 なし 誤り 

※現に救護施設に入所している精神障害者は、自立生活援助の対象とならない。問題の選択肢 1は誤りと

なり、正答が無くなるため。 

正答の選択肢がないため、全員に加点する。 

※本問題は、成績集計の後に訂正が発覚したため、成績表に加点しない。 

問題 151：選択肢 1（44頁） 

誤：1 地方公務員の特別職であり，審判においては地域精神保健の立場から参考意見を述べる。  

正：1 地方裁判所の特別職であり，審判においては地域精神保健の立場から参考意見を述べる。 

 

問題 151：正答・解説集（35頁） 

誤：正答 1 正しい 

正：正答 なし 誤り 

※精神保健参与員の身分は特別職の国家公務員であり、非常勤の裁判所職員となるため、選択肢 1の地方

公務員の特別職の表記は誤りとなり、正答が無くなるため。 

 



お詫びと訂正 

 

「日本ソーシャルワーク教育学校連盟主催 平成 30 年度社会福祉士・精神保健福祉士 全国統一模擬試験」

について、以下の誤字・誤植がありました。 お詫びして訂正いたします。 

                                   （2018 年 11 月 13 日更新） 

＜共通科目＞ 

■問題 「地域福祉の理論と方法」 

該当頁 該当箇所 誤 正 備考 

20 頁 問題 38・選

択肢 1 

1 募集期間は，（後略） 1 実施期間は，（後略） ※正確な表現に訂正します。本

件による加点等の取扱はありま

せん。 

2018/11/5 更新 

 

■正答・解説集 「地域福祉の理論と方法」 

該当頁 該当箇所 誤 正 備考 

21 頁 問題 38・選

択肢 1 

（前略）告示により，募

集期間は（後略） 

（前略）告示により，実

施期間は（後略） 

2018/11/5 更新 

 

 

■正答・解説集 「現代社会と福祉」 

該当頁 該当箇所 誤 正 備考 

13 頁 問題 22・選

択肢 3 

（4 行目）考橋正一 （4 行目）孝橋正一 2018/11/13 更新 

 

 

＜社会福祉士専門科目＞ 

■正答・解説集 「相談援助の基盤と専門職」 

該当頁 該当箇所 誤 正 備考 

7 頁 問題 96・選

択肢 3 

（前略）コイツは，1986

年，ニューヨークに（後

略） 

（前略）コイツは，1886

年，ニューヨークに（後

略） 

2018/11/5 更新 

 

 

■正答・解説集 「福祉サービスの組織と経営」 

該当頁 該当箇所 誤 正 備考 

19 頁 問題 120・

選択肢 1 

（前略）医療法第 42 条

の第 1 項から第 8 項ま

での付帯業務を行うこ

とができ，第 7 項におい

て（後略） 

（前略）医療法第 42 条の

第 1 号から第 8 号までの

付帯業務を行うことがで

き，第 7 号において（後

略） 

2018/11/13 更新 

 

 

一般社団法人日本ソーシャルワーク教育学校連盟 


